
風力発電計画と地域の自然環境風力発電計画と地域の自然環境



道北地方（宗谷岬～天塩町）

２１００km2≒東京都
東西３０km・南北80km 

環境
牧草地
東側・丘陵地 森林
海岸・草原と砂丘林
サロベツ・河川沿い
湿地
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サロベツの国立公園と周辺の自然サロベツの国立公園と周辺の自然

環境省HPより環境省HPより

サロベツ湿原センター木道からの風景



この地域の代表的な景観この地域の代表的な景観

・サロベツ原野・サロベツ原野

・海岸砂丘・海岸砂丘

・大沼・兜沼・パンケ沼等の湖沼・大沼・兜沼・パンケ沼等の湖沼

・宗谷丘陵・宗谷丘陵

・牧草地（大規模草地等）・牧草地（大規模草地等）



宗谷岬の風景（北海道遺産） 写真：稚内印刷 提供



大沼バードハウスからの風景（ハクチョウ飛来）



メグマ沼木道からの風景（高層湿原）



日本海側の海岸砂丘の風景
北海道自然環境保全指針 すぐれた自然地域の すぐれた砂丘・砂浜



サロベツ湿原センター木道からの風景



幌延ビジターセンター展望台からの風景



パンケ沼からの夕日

環境省の環境フォトコンテストで最優秀賞が出た風景



大規模草地の風景（豊富町）
平成２８年韓国人モニターツアーで高評価

これらに共通しているのは 「何もない広々とした風景」



景観保全に配慮す
るべき地域
景観保全に配慮す
るべき地域

宗谷丘陵

大沼・メグマ沼

サロベツ 大規模
草地

海岸砂丘

天塩川湖
沼群



宗谷地方は日本とサハリンを結ぶ
鳥類の国際的に重要な渡り経路に位置
宗谷地方は日本とサハリンを結ぶ

鳥類の国際的に重要な渡り経路に位置

● サロベツ

多くの鳥類が宗谷地方を利用・通過



オジロワシ・オオワシオジロワシ・オオワシ

渡り経路・集積地
越冬地（海岸）
オジロワシ巣
天塩川沿い・海岸い
山間部 20巣以上

宗谷岬

稚内



チュウヒ 種の保存法に指定チュウヒ 種の保存法に指定

平地の湿地・湖沼河川沿い
ササ原・牧草地
天塩川・海岸沿い・
大沼・サロベツ等
20巣以上



ガン・ハクチョウ類中継地
大沼（モニ1000サイト）
オオハクチョウ １０００羽
コハクチョウ ５０００羽
兜沼（モニ1000サイト）
マガン 15000羽
オオヒシクイ 1000羽
泥炭採掘跡地
マガン 4000羽
ペンケ沼（モニ1000サイト）
マガン ２６０００羽
オオヒシクイ（国内最大） ５０００羽
旧天塩川（モニ1000サイト）
マガン 10000羽
オオヒシクイ 1000羽
モニ１０００結果などより
渡り 春：4-5上旬 秋9-11月
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大沼

兜沼

泥炭採掘跡地

ペンケ沼

旧天塩川



大沼大沼

ペンケ沼ペンケ沼

兜沼兜沼

振老沼（天塩川三日月湖）振老沼（天塩川三日月湖）



刈り取り後のデントコーン畑刈り取り後のデントコーン畑

春に氾濫した牧草地春に氾濫した牧草地

牧草地牧草地



ガンカモ類ガンカモ類

渡り経路、中継地・餌場

マガンマガン

ヒシクイヒシクイ

コハクチョウコハクチョウ



海ワシ・チュウヒ・ガンカモ
の重要地域を合わせる
海ワシ・チュウヒ・ガンカモ
の重要地域を合わせる



渡りの実態はわかっていない（特に小鳥類）渡りの実態はわかっていない（特に小鳥類）

オオジシギオオジシギ タンチョウタンチョウ

ツメナガセキレイツメナガセキレイシマアオジシマアオジ



サロベツの鳥類サロベツの鳥類

ベニヒワベニヒワユキホオジロユキホオジロ

コミミズクコミミズク



道北地方の風車建設計画
既存風車 宗谷岬、天北(着工
中）、稚内、サラキトマナイなど

道北７事業（道北エナジー）
勇知・川西・樺岡・増幌・芦川・川
南・豊富山

浜里（道北エナジー）

位置が未定の計画
宗谷岬 （道北エナジー）
勇知・川西・有明・幌延・天塩

（エコパワー）
勇知・有明（三浦電機）

合計で200基以上
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勇知

宗谷岬

川西 増幌

樺岡

豊富山

川南芦川

浜里

有明



関島恒夫氏
資料



道北7事業や浜里（環境影響評価の準備書）一部
の風車の取りやめ・配置変更→影響少ないと評価

・本当に影響が少ないのだろうか？
１．野生生物への影響の確実な予測は不可能。
不明な点 小鳥の渡り、夜間の渡り、複数の事業に
よるバードストライクや移動阻害の影響等
→予防原則に基づいていない
２．地域の原風景が大きく変わる恐れがある大規模
な計画
景観の価値は主観的であるとして、一部の観光地
からの利尻富士の眺望以外考慮されていない
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ガン・ハクチョウ類渡り
調査結果 ２０１６年9-10月
2017年4月の一部
（日本野鳥の会）
大沼・サロベツ・天塩川
下流間の主要渡り経路
に計画
ガン・ハクチョウ類は渡りの
際に風車を避けなければな
らないのか？
回避経路はあるのか？
環境影響評価の主目的は現
状を変えないことではない
のか？
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関島恒夫氏資料



・地域との合意形成がなされているのか
１．環境影響評価の情報公開が不十分
一般住民 事業の存在知らない
・縦覧期間以外 図書閲覧不可 将来影響検証不可
・閲覧場所 平日の日中のみ閉館
・インターネット閲覧 印刷 保存不可
・利用しにくい説明会 平日日中 広報不足 参加者少
２．地域との協議によるゾーニングされていない
市町村の意向 → 地元の意見とみなす
・稚内市（風車建設を避けるガイドラインの地域に計画）
・豊富町（国道40号より西に計画なし）
・幌延町（周囲が国立公園の場所に計画）
環境保全団体・地域の団体 との協議の場がない
・意見書 公聴会の意見陳述のみ
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環境省資料より

事業者のゾーニング

考慮なし
（準備書で評価）

ほとんど実施されていない

配慮書

協議の上計画を決める



指定地域等に計画

周囲が国立公園（浜里）
重要野鳥生息地（浜里）
ガイドライン等で風車の
建設を避ける地域
（勇知周辺・宗谷岬）
保安林（宗谷岬、樺岡、
川西、勇知、有明）
ラムサール湿地候補地周辺

（樺岡・天塩川下流）

指定地域等に計画

周囲が国立公園（浜里）
重要野鳥生息地（浜里）
ガイドライン等で風車の
建設を避ける地域
（勇知周辺・宗谷岬）
保安林（宗谷岬、樺岡、
川西、勇知、有明）
ラムサール湿地候補地周辺

（樺岡・天塩川下流）

稚内市ガイドライン

豊富町方針



鳥類の重要な生息地周
辺に計画
・海ワシ類の渡り経路、主要
な生息地（宗谷岬・増幌・樺
岡・川西・有明・勇知）
・チュウヒの主要な生息地
（浜里ほか）
・ガン・ハクチョウ類の渡り
経路（宗谷岬・増幌・樺岡・
川西・芦川・勇知・浜里）

鳥類の重要な生息地周
辺に計画
・海ワシ類の渡り経路、主要
な生息地（宗谷岬・増幌・樺
岡・川西・有明・勇知）
・チュウヒの主要な生息地
（浜里ほか）
・ガン・ハクチョウ類の渡り
経路（宗谷岬・増幌・樺岡・
川西・芦川・勇知・浜里）



冬期海ワシ調査
(日本野鳥の会）

海ワシ集積地周辺に計画
（増幌・樺岡）

→アセス意見 影響が著
しい風車 取りやめ
・ゾーニングにより、避
けられた可能性



ガン・ハクチョウ類
渡り調査(秋・春）

(日本野鳥の会)

主要な渡り経路に
計画
→アセス意見 影響が
著しい風車 取りやめ

・ゾーニングより、
避けられた可能性

ガン・ハクチョウ類
渡り調査(秋・春）

(日本野鳥の会)

主要な渡り経路に
計画
→アセス意見 影響が
著しい風車 取りやめ

・ゾーニングより、
避けられた可能性



地域の原風景等を損な
う恐れがある場所に計画
・サロベツに隣接
（浜里・芦川ほか）
・地形レットデータブック・
北海道遺産
（周氷河地形・宗谷岬）
・北海道自然環境保全指針
すぐれた砂丘（浜里）
・大沼・メグマ沼からの景観
（川西・樺岡・増幌ほか）
・大規模草地の景観
（豊富山・有明ほか）

地域の原風景等を損な
う恐れがある場所に計画
・サロベツに隣接
（浜里・芦川ほか）
・地形レットデータブック・
北海道遺産
（周氷河地形・宗谷岬）
・北海道自然環境保全指針
すぐれた砂丘（浜里）
・大沼・メグマ沼からの景観
（川西・樺岡・増幌ほか）
・大規模草地の景観
（豊富山・有明ほか）

宗谷丘陵

大沼・メグマ沼

サロベツ 大規模
草地

日本海沿岸



天塩から稚内までずっと風車を見ながら移動
利尻富士の景観に風車がかかる場所出てくる

大沼バードハウスから利尻富士を見た景観



風車

サロベツ湿原の向こうの丘陵に風車計画（芦川）

風車はイメージです 実際とは異なります



幌延ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ展望台から見た海岸砂丘林の風車計画イメージ
（浜里）

風車

事業者の予想図を参考に作成（風車の位置や大きさは若干異なります）

幌延ＶＣ

利尻富士の景観を阻害しないよう配慮（道北エナジー）



環境省の環境フォトコンテストで最優秀賞が出た風景

事業者の予想図を参考に作成（風車の位置や大きさは若干異なります）

パンケ沼から見た海岸砂丘林の風車計画イメージ（浜里）



国立公園の特別保護地区国立公園の特別保護地区

浜里の事業地は周囲が国立公園浜里の事業地は周囲が国立公園



大規模草地の風景に風車が入る（豊富山・道北エナジー）
平成２８年韓国人モニターツアーで高評価

風車はイメージ 実際とは異なります



地域指定・鳥類・景観
等を重ねたゾーニング

この地域には重要な鳥類
の生息地や景観が集中し
ている

このゾーニングを一つの
材料として関係機関と協
議が必要

それがなければ合意形成
とは言えない

地域指定・鳥類・景観
等を重ねたゾーニング
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地域にとっての風車建設
風車建設による地域への利益
・固定資産税の増収 → 地方の交付金減？
・税収の増加 → 本州企業関連会社
・地権者の賃料収入増 → 一部の人
・風車建設による仕事 → 一時的その後不況
・風車維持管理の仕事 → IT遠隔管理化の傾向
発電した電気は札幌や東京へ → 企業の利益
地域住民にとって利益はないのでは？
風車建設による地域の不利益
１．景観の悪化 → 観光産業に影響
２．生物の生息環境の悪化 → 観光産業に影響
３．騒音等による健康被害の懸念
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小型・中型風車小型・中型風車

羽幌町中型風車 初山別村中型風車

遠別町小型風車 稚内市中型風車



小型・中型風車
環境アセス手続き不要
無秩序に建設
海岸の道路沿い
小型１０ｍ・中型30ｍ程度
遠別町（小型34基）
初山別村・羽幌町・苫前町
（中型15基）
稚内市小型20基、中型1基
さらなる計画あり
小型 小鳥等衝突等
中型 大型風車と同様の影響
ガイドライン・条例が必要

小型・中型風車
環境アセス手続き不要
無秩序に建設
海岸の道路沿い
小型１０ｍ・中型30ｍ程度
遠別町（小型34基）
初山別村・羽幌町・苫前町
（中型15基）
稚内市小型20基、中型1基
さらなる計画あり
小型 小鳥等衝突等
中型 大型風車と同様の影響
ガイドライン・条例が必要



湿原（木道ガイド）

この地域の主な観光資源

雄大な景観（フットパス） サロベツ川（カヌー）

野鳥（観察ツアー）



鳥観察を観光資源に鳥観察を観光資源に

稚内観光協会資料稚内観光協会資料



鳥観察と風車は両立するのだろうか？鳥観察と風車は両立するのだろうか？ 稚内観光協会資料稚内観光協会資料



全道フットパス→
（皆で散策路を歩く）
全道から100名が参加
し、豊富温泉に宿泊

↑宗谷岬のフットパス
（周氷河地形）



（北海道ライカーズで紹介） 夜は満点の星空

豊富町大規模草地



環境保全活動にも人は集まる

砂丘林再生事業

泥炭採掘跡地再生
自然再生地を訪問



これらの資源は良好な自然環境が維持されている限り、永続的
な利用が可能。繰り返し訪れる人も多い。
活用可能な潜在的な資源をうまく利用すれば、観光産業として
の地域活性化が期待できる。



この地域にとっての風車
・自然エネルギーの重要性には異論がない
・地域の将来を大きく左右する大規模な風車計画
・環境影響は不確実性が大きいが、風車は一度建
設されると稼働の停止や撤去などが困難。
・情報の周知・ゾーニング・関係機関による協議や
合意形成が不足
・特有の景観や野生生物やそれらに関連する観光
資源が大きく損なわれる恐れがある。
・地元の関連団体などを含めた協議の中で、地域
にとって風車の利益・不利益を慎重に検証した上で、
予防原則に基づきゾーニングを行うことが必要。

この地域にとっての風車
・自然エネルギーの重要性には異論がない
・地域の将来を大きく左右する大規模な風車計画
・環境影響は不確実性が大きいが、風車は一度建
設されると稼働の停止や撤去などが困難。
・情報の周知・ゾーニング・関係機関による協議や
合意形成が不足
・特有の景観や野生生物やそれらに関連する観光
資源が大きく損なわれる恐れがある。
・地元の関連団体などを含めた協議の中で、地域
にとって風車の利益・不利益を慎重に検証した上で、
予防原則に基づきゾーニングを行うことが必要。



発表は以上です


